
第一章　登研会の発足と「 登戸研究所跡碑」 建立

２　「登研会」の発足まで

　登戸研究所には生田周辺の 10 代の若者が雇員・工員として多く雇用されて
いました。図３が示すように，終戦直後のお正月には地域の若手元勤務員を中
心に集まる機会があったようです。こういった地域のつながりを基に，1962（昭
和 37） 年に， 第一回「登研第四科会」 が開催されます。 これは元軍人を中心
に結成された軍関係の OB 会とは性質を異にし， 地域の若手の元勤務員が中心
となって結成され，女性も会の運営の中心として活躍しました。

　第四科と第二科は業務上密接
なつながりがあったため，1963
年には第二科と第四科合同で名
簿が作成されます。この第二科・
第四科会がのちの「登

と け ん か い

研会」 の
母 体 と な り ま す。 し か し， ま だ
登戸研究所の全容， 特に第二科
の活動について公に語られるこ
とはありませんでした。
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1982（昭和 57）年 登研会発足

図４　第一回登研四科会　1962（昭和 37）年 7月撮影

図３　1946（昭和 21）年お正月に集まった元第三科北方班員

表１　登研会が発足するまでのあゆみ
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　生物化学兵器，毒物謀略兵器開発の中心だった第二科の活動については，帝
銀事件との関係でメディアに取り上げられることはありましたが，元所員自ら
が語ることは永らくありませんでした。 しかし，一つの転機が訪れます。
　1980（昭和 55）年 10 月，伴繁雄（第二科第一班長）が実名を出して，雑誌『歴
史と人物』10 月号（中央公論社） に第二科の活動を発表します。 この記事を
通じて登戸研究所に関心をもったテレビ関係者は，登戸研究所についての番組
制作にとりかかります。この取材過程で，伴は明治大学生田キャンパス内に登
戸研究所の遺構がまだ残っていることを初めて知ります。

　 そ し て，1981 年 6 月， 伴 は
登戸研究所跡地である生田キャ
ンパスを戦後初めて訪れます。
　その際に当時の明治大学生田
校舎事務長が残したメモが「生
田神社の由来」です。メモには
神社が残っていること， さらに
伴 が 使 っ て い た 研 究 棟（44 号
棟）が残っており，今も農学部
の学生たちが研究の場として使
用 し て い る こ と に「（伴 は） 深
く感銘を受けていた」と書かれ
ています。
　 同 年 10 月 に は， こ れ ま で 一
切偽造紙幣製造について語らな
かった第三科長（大佐）山本憲
蔵が，責任者として初めてテレ
ビに出演し，その全貌を語りま
す。「極 秘」 と さ れ て い た 第 三
科の活動を，責任者自らが語る
ことは，元所員らの心情に大き
く影響しました。

図 5　TV撮影で戦後初めて生田キャンパスを訪れた山本憲蔵
偽札印刷工場（上）と偽札製紙工場（下）前で当時を懐かしむ。

1981（昭和 56）年 10 月撮影（狛江市所蔵）
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「特集 日本の秘密戦と陸軍中野学校」。 伴繁雄「秘密兵器を作った登戸研究
所」， 岡田芳政「中国紙幣偽造事件の全貌」 など所収。 元所員が一般に対し
て実名で全容を語った最初期の例。

『 歴 史 と 人 物 』1980 年 10 月 号　
1980（昭和 55）年 10 月 1日｜中央公論社



「生田神社の由来」 1981（昭和 56）年 6月 22日｜明治大学生田校舎｜明治大学所蔵 伴繁雄が戦後初めて登戸研究所跡（現・生田キャンパス）を訪問した際に，大学職員が作成したメモ。


